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        令 和 ５ 年 度 事 業 報 告 書 

（令和５年４月１日～令和６年３月３１日） 

 

Ⅰ 基本方針 

令和５年度は、第６期中期経営計画の開始年として、「先端的な研究成果・技術を

活用した社会実装の推進」、「先端的な研究開発の推進」、「広報・理科教育支援の推進」、

「自立型経営の強化」を基本的方針とし、事業を推進した。 

「先端的な研究成果・技術を活用した社会実装の推進」として、開所当初から実施 

してきたヒト遺伝子研究の延長上に位置づけられる難病の遺伝学的検査は、平成２

９年７月に衛生検査所の登録を受け、千葉大学医学部附属病院、千葉県こども病院

など県内だけでなく、全国の 700 を超える医療機関等から難病の遺伝学的検査を受

け入れてきた。その結果、検査依頼件数は昨年度の約 1.2 倍となり、わが国の難病

領域の遺伝学的検査に不可欠の施設となった。また、植物ゲノム研究の成果や関連

技術の実用例であるＤＮＡマーカーを利用した各種農作物の種子純度検査について

は、国内主要種苗検査会社からさまざまな作物種子の大規模検査を受託し、農業生

産現場への高品質な種子の安定供給を行った。 

また、生体内物質の高精度計測技術による生体や食品等の成分分析、種苗会社向け

の農作物の先端的ゲノム育種サポート、ヒト由来遺伝子資源の有償提供、ＤＮＡ解

析関連機器や電子計算機システムを活用したゲノム・遺伝子構造解析など、ゲノム

解析技術の幅広い産業分野での社会実装に向けた研究開発支援を行った。 

「先端的な研究開発の推進」として、基礎的研究のうち社会的重要性が高まること

が期待されるゲノム関連研究領域や新規技術開発、先天的かつ挑戦的なプロジェク

トを柔軟に取り入れ、多様性に富む研究シーズの育成に努めた。 

「広報・理科教育支援の推進」として、増加傾向にある理科教育支援については、

支援千葉の未来を支える子供達が最先端の科学教育に触れ、理科に対する関心・理

解が高まるよう県教育委員会と連携強化を図りながら幅広く展開した。 

「自立型経営の強化」として、ＤＮＡ研究所が蓄積してきた膨大な遺伝子資源やそ

の開発過程で得られた高度なＤＮＡ解析技術及び成分分析等を民間企業等に提供を

行い、産業支援の役割を果たしながら自立型経営の強化に向けて、財源の確保に努

めた。 
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Ⅱ 実施計画 

１ 先端的な研究成果・技術を活用した社会実装の推進 

（１）医療への貢献 

 ①ヒト疾患遺伝子検査 

  難病の遺伝学的検査は、医療現場と患者からの強い要望があるにも関わらず、採

算性の低さから必要とされる検査が既存の検査会社からは社会に提供されてこな

かった。加えて、改正医療法の施行によって大学等の臨床研究が診断目的としては

利用できないという閉塞状態が存在していたが、本研究所では 2017 年から試験的

に登録衛生検査所を立ち上げ、更なる要望に応じるため継続的改善を行い、現在で

は、わが国で唯一のＤＮＡシーケンシングによる難病の遺伝学的検査を実施する施

設として広く認知されるに至った。今年度もこの活動を維持・継続することで、か

ずさ DNA 研究所に蓄積されたヒト遺伝子研究の成果を社会還元した。加えて、令和

2 年度と令和 4 年度の保険収載の改訂に伴う疾患の増加にも対応し、千葉県内外の

医療機関とのネットワークを強化することで臨床的遺伝学的検査の提供規模を更

に拡大し、より多くの臨床診断に貢献した。 

②新生児スクリーニング 

  ちば県民保健予防財団・千葉大学医学部附属病院・千葉県こども病院などと連携

し、国内でも数少ない最先端技術を駆使した新生児スクリーニング施設として検査

を実施した。 

③千葉県がんセンター等との連携強化 

  千葉県がんセンター、千葉県こども病院、千葉大学医学部附属病院、ちば県民保

健予防財団など県内の医療機関との連携を深め、各々の専門性を生かした分業体制

のもと、協働して千葉県におけるゲノム医療の実現に向けた活動を展開した。 

 ④新型コロナウイルス感染症の予防及び治療法開発 

  ＤＮＡ研究所がこれまでに蓄積した遺伝子解析や、タンパク質解析に関する高度

な技術や知見を活かし、感染症の重症化に関与する遺伝子的な要因の探索などの取

組を臨床研究として継続した。 

 

（２）農業への貢献 

 ①育種プロセスの加速に向けた最先端ＤＮＡ解析技術の導入支援 

  民間種苗会社や地域の公的研究機関に対して、開所以来蓄積してきたＤＮＡ  

マーカー関連解析技術や情報を活用したサービスを提供することによって、国内 

種苗産業の国際的競争力の強化と農業の活性化に貢献した。 

 ②農業用の高品質種子の安定供給と品種保護に向けた検査・鑑定サービスの提供 

  ＤＮＡマーカー関連技術等を活用して、最適な検査技術・サービスを提供するこ
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とで、高品質種子の安定供給の実現を図るとともに、品種の育成者権の保護にも貢

献した。 

 ③千葉県農林総合研究センターとの連携 

  様々な育種素材や育種・栽培技術を有する千葉県農林総合研究センターに対して、

先端的なＤＮＡ解析技術を提供する全国でもユニークな連携を継続し、画期的な新

品種の育成を目指すとともに、環境に配慮した農業の普及にも貢献した。 

 

（３）環境問題への貢献 

①ＤＮＡ解析による生物多様性のモニタリング 

 近年の技術開発によって、対象生物を捕獲することなく土壌、水、糞便から抽出

したＤＮＡ分析をすることで、生息する生物種を特定し、最新の検出技術を導入整

備し、ＤＮＡによる各種環境評価事業を実施した。また、魚類以外の生物種分布調

査の可能性の模索や、環境モニタリングの社会実装への基盤を構築するための研究

も進めた。 

 

（４）産業界・アカデミア等との連携 

①民間企業、大学、公的研究機関への技術支援 

 これまで培ってきたゲノム関連分析技術、遺伝子発現解析、蛋白質解析、代謝物

解析を活用した技術支援を継続して行った。さらに、１つのサンプルを起点にして

複数のオミックス解析を同時に行うマルチオミックス解析を活用した技術支援を

積極的に周知して実施した。 

②Greater Tokyo Bio community による活動の展開 

 令和４年度、内閣府において認定された Greater Tokyo Bio community にＤＮＡ

研究所を含む「千葉・かずさエリア」が東京圏のイノベーション拠点の１つとして

認定されたことを受け、同推進拠点として認定された柏の葉エリアや、大学、研究

機関、インキュベーション施設等と連携し、バイオコミュニティーの形成に向けた

取組を進めた。 

③バイオ関連産業の振興に向けた千葉県バイオ・ライフサイエンス・ネットワーク

会議の運営 

 バイオ関連分野の新たな産業や事業の創出を支援するため、千葉県バイオ・ライ

フサイエンス・ネットワーク会議の事務局を県とともに担い、会員等のニーズに応

じたセミナーや交流会を開催し、産学官交流の場を提供することによって、共同研

究等促進のためのシーズ発掘や情報発信に努めた。また、ＧＴＢ協議会等の他のネ

ットワーク組織に参画し、大学、インキュベーション施設、公設試験場、千葉県等

との連携を進め、共同研究等のためのシーズ発掘やマッチングを促進した。 
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２ 先端的な研究開発の推進 

（１） 基礎・応用基盤研究及び技術開発の強化 

基礎的研究のうち社会的重要性が高まることが期待できるゲノム関連研究領 

  域や新規技術開発、先端的かつ挑戦的なプロジェクトを柔軟に取り入れ、多様性 

  に富む研究シーズの育成に努めた。 

 

（２）植物ゲノム基盤研究と産業支援のための関連技術開発 

   主要プロジェクトである植物ゲノム構造解析を更に多様な植物に展開し、有用 

ゲノム情報の収集を継続した。 

 また、ゲノム配列変異の高精度な検出と統計学、遺伝学、電子計算機によるモ 

デル構築技術、画像解析技術を融合させることで、世界最先端のゲノム育種技術 

の開発に努めた。 

 

（３）疾病遺伝子研究 

   ゲノム医療実現のため、千葉大学未来医療教育研究機構、千葉県がんセンター 

などとの連携研究を加速し、難治性疾患やがんの克服に向けた先端的な研究を推 

し進めた。 

 

３ 広報・理科教育支援の推進 

（１）情報発信の強化 

  研究開発の成果を学会や産業界に向けて広く発信するため、学会誌への研究論文

の投稿や国内外の学会集会での発表を実施した。 

  一般向けには、最新の研究開発の成果について、プレスリリースを積極的に行っ

ていくほか、ホームページや Facebook、X などの SNS を通じて活動情報をリアルタ

イムで公開した。更にＤＮＡ研究所の研究開発の成果や世界のＤＮＡ研究の動向、

ＤＮＡ研究所で行う各種イベントなどを分かりやすく紹介するニュースレターを

年４回発行するとともに、ＤＮＡ研究所のマスコットキャラクターなどを最大限に

活用し、研究所のＰＲ活動を推進した。 

 〇開所記念講演会 

  開 催 日 １０月２１日（土）１３：４５～１６：００ 

  会 場 かずさアカデミアホール メインホール 

    参加者数 ３７３名（Web 配信による参加８４名、見逃し配信５７を含む） 

 〇一般の方を対象とした「科学イベント」 

  参加者数 １，９６９名 
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 〇ＤＮＡ倶楽部限定研究所見学会 

  開 催 日 １月２０日（土） 

  開催場所 かずさＤＮＡ研究所講習実験室 

  参加者  ５名 

 

（２） 理科教育支援の強化 

  千葉の未来を支える子供達が最先端の科学技術に触れ、理科に対する関心・理 

解が高まるよう、県教育委員会とも連携強化を図りながら、小学生向け体験教育か

ら、理系高校生向けの高度な実践的教育まで幅広く展開し、高等学校が自発的に決

めた研究テーマに対する部活動支援活動として、千葉県立木更津高等学校に対し行

った。また、対面での教育活動に加え、オンライン配信等のデジタル技術も積極的

に取り入れることで効率化と多様化を図り、県内外に活動を広げた。 

 〇 小学生から一般の方までを対象にした「ＤＮＡ出前講座」（通年） 

   参加者数 １，３２９名 

 〇 中学校や高校を対象としたオンラインによる「リモート実験」（通年） 

   参加者数 ５３８名 

 〇 千葉県内の中学生・高校生を対象としたかずさの森のＤＮＡ教室 

    開 催 日 ３月２６日（火）１０：００～１５：４５ 

    会 場 かずさＤＮＡ研究所 

    参加者数 １２名 

 

（３）ＤＮＡ Research 

ＤＮＡ研究所の存在を国内外にアピールするとともに、ＤＮＡやゲノム研究の

情報のハブを国内外の関連コミュニティーに提供するためＤＮＡ Research を発

行し、国内外自然科学専門誌の中で高いレベルの維持に努めた。２０２２年のイ

ンパクトファクター（雑誌の引用頻度を示す指標）は４．１００で「遺伝学と遺

伝」に関連する国内自然科学専門誌の中で最も高いレベルを維持し、学界におけ

る研究所のプレゼンスと評価の向上に役立てた。 

 

４ 自立型経営の強化 

（１） 財源の確保 

  ア バイオ産業技術支援センターの産業支援 

   ＤＮＡ研究所が蓄積してきた膨大な遺伝子資源やその開発過程で得られた高 

度なＤＮＡ解析技術及び成分分析技術等を民間企業等に提供することで、研究開

発技術支援を実施した。この目的達成のために、ホームページや学会等への出展

により本産業技術支援活動のＰＲ活動を行った。 

 また、企業や公的研究機関のニーズに応えるため、現場ニーズの把握に努め、
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最先端の幅広い分析技術を整備し、サービスメニューの見直しを行うとともに、

財源の確保に努めた。 

 

 イ 競争的外部資金の獲得 

  競争的外部資金は省庁等の資金配分主体が広く研究開発課題等を募り、複数の専 

門家の評価に基づいて競争的に選抜し、研究者等に配分される研究資金である。 

 競争的外部資金の獲得は、ＤＮＡ研究所の研究ポテンシャルを高い水準で維持・ 

確保させる効果があるとともに、財源の確保の点においても重要であることから、 

引き続き、千葉大学や千葉県がんセンターをはじめとする他の研究機関と共同で、 

競争的外部資金の申請・獲得に努めた。なお、前年度からの継続も含めて、以下 

４８件の科学研究費助成事業を実施した。 

・学術変革領域研究(A)/横断的ゲノム比較から俯瞰する両性花多様性の変遷 

・学術変革領域研究(A)/T 細胞が認識する肥満特有の自己指向性免疫の解明 

  ・基盤研究(B)/肥満環境における Th17/Treg バランスをコントロールする機能性脂

質の同定 

   ・基盤研究(B)/キクをモデルとした転写制御情報に基づく高次倍数体の高精度遺伝 

   解析手法の開発 

  ・基盤研究(B)/作物の機能的 SNP 情報の整備および有用遺伝子同定への利用 

  ・基盤研究(B)/細胞内発現タンパク質全貌解析のための真プロテオーム解析システ 

    ムの開発 

  ・基盤研究(C)/体細胞モザイク変異疾患モデルハウスと LOH 検出マウスの開発 

   ・基盤研究(C)/乾燥ろ紙血を用いた疾患原因蛋白質の一斉検出法の開発 

  ・基盤研究(C)/自動塩基変異導入機構とヒト人工染色体を用いた CHO 細胞での抗体 

     作製法の開発 

・基盤研究(C)/セマンティックウエブ技術を用いた植物の系統・生育環境・表現型 

 データベース 

・挑戦的研究（萌芽）/Alphafold2 によるタンパク質立体構造変異情報を駆使した 

 育種・進化研究の新展開 

・若手研究/ザゼンソウの発熱形質が遺伝的多様性に与える影響の解明 

・若手研究/CENP-B 酸性領域が作り出すクロマチン構造の解明と新型合成転写制御 

  因子への応用 

・若手研究/「免疫－脂質代謝－ウイルス」を軸とした抗ウイルス免疫応答の新規 

 制御法開発 

 ・学術変革領域研究（支援）/先端ゲノム解析研究プラットフォーム 

・学術変革領域研究(A)/植物の挑戦的な繁殖適応戦略を駆使する両性花とその可 

 塑性を支えるゲノム動態 

・学術変革領域研究(A)/「植物気候フィードバック」の推進支援活動-1 

・学術変革領域研究(A)/「植物気候フィードバック」の推進支援活動-2 
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・学術変革領域研究(A)/植物フェノロジーを支配する遺伝子制御機構-1 

・学術変革領域研究(A)/植物フェノロジーを支配する遺伝子制御機構-2 

・学術変革領域研究(B)/老化時計のリバイバル機構の解明に向けたマルチオミックス

解析法の開発と応用 

・基盤研究(S)/沿岸生態系における構造転換：高度観測と非線形力学系理論に基づく 

 実証アプローチ 

・基盤研究(B)/トウガラシの種間雑種不和合成を司るエピスタシス遺伝子と打破遺伝

子の特定 

・基盤研究(B)/人為環境下における植物群集の急速な形質進化と群集への波及効果 

・基盤研究(B)/植物の熱産生を誘発する環境シグナル受容・伝達機構と適応進化プロ 

 セスの解明 

・基盤研究(B)/1 本鎖 DNA/RNA 選択的解析による COVID-19 を含む感染症検査の広範 

 な改良 

・基盤研究(B)/癌ウイルスによるクロマチン構造破綻が誘導する新規発がん機構の 

 の解明 

・基盤研究(B)/ウイルスに対する易感染症に着目した原発性免疫不全症の原因病態 

 解明 

・基盤研究(B)/アレル系譜とマルチオミクスデータに基づいたカンキツの新規成分 

 育種法の開発 

・基盤研究(B)/ウンシュウミカン品種群成立におけるゲノム構造変異の解明 

・基盤研究(B)/eWAS 解析によって栽培種イチゴの四季成り性の原因と花成経路を解

明する 

・基盤研究(B)/変異系統を用いたカラマツ雄花着花の原因遺伝子の特定とその発現制

御機構の解明-1 

・基盤研究(B)/変異系統を用いたカラマツ雄花着花の原因遺伝子の特定とその発現制

御機構の解明-2 

・基盤研究(B)/マツ線虫病抵抗性メカニズム解明に向けた抵抗性遺伝領域における遺

伝機構の全容解明 

・基盤研究(B)/比較ゲノミクスから探る育種モデル食用菌の生殖成長相転換機構の全

容解明 

・基盤研究(C)/無花粉変異体の解析による超日持ち性ガーベラの作出 

・基盤研究(C)/ネコブセンチュウゲノムの可能性とサツマイモ病原性レースとの関連 

・基盤研究(C)/種子をまいて 1 年で開花するサクラの幼樹開花原因遺伝子の解明とそ 

 の果樹育種への応用 

・基盤研究(C)/メタボローム解析を活用した脂肪細胞の褐色化に寄与する有用食品成

分探索及び評価研究 

・基盤研究(C)/高深度プロテオーム解析による悪性黒色腫血中腫瘍マーカーの探索と 

 臨床応用 
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・基盤研究(C)/増殖因子の徐放化と生分解性鋳型を用いた同所性生体組織形成によ 

 る一期生食道再生 

・挑戦的研究(萌芽)/作物・雑草の分子横断解析から迫るセーフナーによる除草剤選

択性向上機構の解明 

・挑戦的研究(開拓)/腸内細菌トランスオミクス解析を用いた小児疾患のトランスレ

ーショナルリサーチ 

・国際共同研究加速資金基盤研究(B)/原発性免疫不全症の診断困難例に対するロン

グリードシーケンス解析 

・国際共同研究加速資金基盤研究(B)/プロテオフォームの包括的解析を可能にする

高深度トップダウンプロテオミクス法の開発-1 

・国際共同研究加速資金基盤研究(B)/プロテオフォームの包括的解析を可能にする

高深度トップダウンプロテオミクス法の開発-2 

・難治性疾患政策研究事業/自己炎症性疾患とその類縁疾患における移行期医療を含

めた診療体制整備、患者登録推進、全国疫学調査に基づく診療ガイドライン構築に

関する研究 

 

  更に他省庁等についても前年度からの継続を含めて、以下４９事業を実施すると 

ともに競争的資金の新規獲得に努めた。 

・共創の場形支援プログラム(COI-NEXT)【共創分野（育成型）】／災害など危機的状

況から住民を守るレジリエントな広域連携医療拠点（ＪＳＴ） 

・革新的ＧＸ技術創出事業(Gtex)／代謝フラックス制御法開発のための代謝開発 

（ＪＳＴ） 

・未来社会創造事業（探索加速型）／「地球規模課題である低炭素社会の実現」「ゲ

ノムチェンジングテクノロジー」による低炭素社会の実現／窒素固定共生のリコン

ストラクション（ＪＳＴ） 

・医療研究開発事業補助金（生命科学・創薬研究支援基盤事業(BINDS)／疾患モデル

マウスの作製とゲノムエンジニアリング技術の開発（日本医療研究開発機構【ＡＭ

ＥＤ】） 

・革新的先端研究開発支援事業(AMED-CREST)／時空間マルチサンプリング検体の単

一細胞解析によるヒト免疫療法の基盤となる免疫記憶の解明（ＡＭＥＤ－慶應義塾

大学） 

・AMED-CREST(革新的先端研究開発支援事業)・「根本的な老化メカニズムの理解と破

綻に伴う疾患機序解明」研究開発領域／ミトコンドリア恒常性と細胞・臓器・個体

老化の連関解明（ＡＭＥＤ－熊本大学） 

・難治性疾患実用化研究事業／乾燥ろ紙血プロテオーム解析を用いた原発性免疫不 

 全症診断の効率化研究（ＡＭＥＤ－京都大学） 

・難治性疾患実用化研究事業／原発性免疫不全症の診断率向上に向けた CD45 陽性細 

 胞を用いたマルチオミックス解析の開発（ＡＭＥＤ－広島大学） 
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・難治性疾患実用化研究事業／新生児マススクリーニング対策疾患等の遺伝学的診断 

 ネットワークと持続可能なレジストリを活用したリアルワールドエビデンス創出研

究「新生児マススクリーニング対策疾患等の遺伝子診断のための効率の良い遺伝子

パネルとその診断システムの改良とその運用」（ＡＭＥＤ－大阪公立大学） 

・難治性疾患実用化研究事業／21 水酸化酵素欠損症の新たな小児期先生医療を目指

した患者レジストリ構築、治療マーカーおよび簡便な遺伝学的検査法の確立（ＡＭ

ＥＤ－東京医科歯科大学） 

・肝炎等克服実用化研究事業・肝炎等克服緊急対策研究事業／肝線維化疾患に対する

マクロファージ療法の医師主導治験を目指した研究開発（ＡＭＥＤ－北海道大学） 

・新興・再興感染症に対する革新的医薬品等開発推進事業／包括的アプローチに基づ

く小児 COVID-19 関連多系統炎症性症候群の病態解析と臨床像の解明（ＡＭＥＤ－広

島大学） 

・成育医療研究開発費／先天性血小板減少症・異常症の新規診断法開発とレジストリ

に基づく病態解明（国立成育医療研究センター） 

・地域を支えるサトウキビ大規模栽培体系構築事業／無人航空機を利用した雑草及び

害虫被害を検出する基礎技術開発に係る研究委託業務（沖縄県農業研究センター） 

・地域を支えるサトウキビ大規模栽培体系構築事業／サトウキビ育種事業の基盤強化

を進める新規育種素材および育種技術の開発（沖縄県農業研究センター） 

・Hort Innovation Australia／Developing a rapid low-cost method for genotyping 

 by sequencing (University of Queensland) 

・医療奨励賞 2022－がん領域－／脂質代謝－免疫システムを標的とした抗腫瘍戦略

の基盤構築（ＭＳＤ生命科学財団） 

・高松宮妃癌研究基金研究助成金／脂肪酸イムノメタボリズムを標的とした生体にと

って一石三鳥となる抗腫瘍戦略の構築（高松宮妃癌研究基金） 

・第 33 回(2021 年度)加藤記念研究助成／免疫エピゲノム編集による肺疾患をターゲ

ットとした次世代型治療法の開発（加藤記念バイオサイエンス振興財団） 

・東レ科学技術研究助成／脂質代謝を基軸とした抗ウイルス応答メカニズムの解明

（東レ科学振興会） 

・「新産業を生む科学技術」2021 年度／安全で最適な肺疾患治療を実現する免疫エピ

ゲノム編集技術の開発」（キヤノン財団） 

・第 53 回（2022 年度）三菱財団自然科学研究助成／免疫－脂質代謝の指向性からと

らえる肺疾患病態の解明（三菱財団） 

・2022 年度武田科学振興財団 ハイリスク新興感染症研究所性／「免疫－脂質代謝－

ウイルス」を基軸とした生体にとって一石二鳥となる抗ウイルス免疫応答の新規制

御法開発（武田科学振興財団） 

・2022 年度武田科学振興財団ライフサイエンス研究継続助成／制御性 T 細胞分化を

プログラムする脂質代謝地図の解読（武田科学振興財団） 
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・2022 年度コスメトロジー研究助成／かゆみを引き起こす pathogenic code の同定 

 と治療基盤の開発（コーセーコスメトロジー研究財団） 

・2022 年度化血若手研究奨励助成／単一細胞レパトア－脂質オミクス解析による抗

ウイルス応答メカニズムの解明（化学及血清療法研究所） 

・2023 年度持田記念研究助成／脂質代謝を基盤とした二重の抗ウイルス応答メカニ

ズムの解明と画期的創薬モダリティの創出（持田記念医学薬学振興財団） 

・2023 年度ステップアップ研究助成／肥満における免疫病原性バイアスの分子機構

解明（アステラス病態代謝研究会） 

・2023 年度次世代育成支援研究助成金／脂質代謝を基軸とした抗ウイルス記憶 T 細

胞クローンの意義解明（シオノギ感染研究振興財団） 

・2023 年度上原記念生命科学財団研究助成／リンパ球系譜において RORyt 多機能性

を司る脂質代謝経路の解明(上原記念生命科学財団) 

・2021 年度日本小児リウマチ学会若手基礎研究助成／乾燥濾紙を用いた唾液プロテ

オミクスによる小児シェーグレン症候群のバイオマーカー探索（日本小児リウマチ

学会） 

・第 53 回(2022 年度)三菱財団自然科学研究助成／繰り返し若返るベニクラゲの脱

分化機構の解明とヒト老化細胞へのベニクラゲ特異的遺伝子の導入（三菱財団） 

・2023 年度学術研究奨励金自然科学部門研究助成／母乳の糖質プロファイルを決定

するホスポリパーゼ A2 と次世代への影響（三島開運記念財団） 

・2023 年度研究助成（新たな海洋の生物種や生態、その機能の発見）／Holistic 

Genomic Approach to Asia-Pasific Marine Diversity（笹川平和財団海洋制作研

究所） 

 

（２） 持続可能な運営体制の構築 

 ア 人事評価制度及び給与制度の適正な運用 

   人事評価制度と給与制度を適正に運用し、研究実績及び勤務実績などを給与に 

  反映させ、職員のモチベーションの向上を図った。 

 イ 職員の人材育成と事務処理能力の向上 

   正規職員を中心とする自立型経営を推進するため、ＯＪＴに積極的に取り組ん 

   だ。多様化、複雑化する事務に対応するため、事務職員の法令等に関する知識 

事務処理スキルの向上を目指して、既存のスキルアップ制度を強化するとともに

担当業務に関連する各種講習の受講や資格の取得を促した。 

 ウ かずさＤＮＡ研究所研究評価委員会の活用  

   社会の要請、時代の変化等に対応した高度かつ効率的・効果的な研究の推進に 

  対応するため、外部の有識者から構成される研究評価委員会で得た助言を適正な

運用に取り組んだ。 
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エ 適正な予算管理と経費の節減 

    年度当初に各部に配賦した予算の執行状況を適時確認するとともに、職員への

関係規程等の順守を徹底し、内部統制機能の強化に努めた。 

 オ  契約事務の適正な執行 

   限られた予算を効率的に活用するため、競争入札の原則を遵守し、一層の経費

節減に努めた。 

 

 カ 効率的な機器等の調達及び管理 

  共有できる機器等について他部署と重複して購入することのないよう機器の購

入計画を作成して情報の共有を図った。 

 キ 事務の効率化とデジタル化の推進 

  事業の拡大による事務の増加と多様化に対応するため、人事財務システムの入替

を行い事務効率の向上に努めた。 

 

４ 庶務的事項 

（１）役員等の状況 

令和６年３月３１日現在の役員等の状況は理事１０名、監事３名、評議員１６

名となっている。 

 

（２）職員の状況 

令和６年３月３１日現在のかずさＤＮＡ研究所の組織は別表のとおりであり、

職員の状況は、研究員４１名、技術員５６名、事務職員２４名、補助職員等   

２６名、合計で１４７名となっている。 

 

（３）理事会・評議員会の運営状況 

・令和５年５月２２日（月）（書面表決）理事会 

   議案１ 新評議員２名の選任に係る評議員の提案について 

   ・令和５年６月７日（水）（書面表決）評議員会 

   議案１ 新評議員２名の選任について 

   ・令和５年６月８日（木）第３５回理事会 

場所 ステーションコンファレンス東京 

   開催方式 会場と理事及び監事個人宅との間でオンライン開催 

   第１号議案 令和４年度事業報告及び収支決算について 

   第２号議案 評議員会の招集について 

  ・令和５年６月２２日（木）第２２回評議員会 

場所 ステーションコンファレンス東京 

   開催方式 会場と評議員宅との間でオンライン開催 

   議案１  令和４年度事業報告及び収支決算について 
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    議案２ 理事の選任について 

   議案３ 特別顧問の承認について 

  ・令和５年６月２２日（木）第３６回理事会 

場所 ステーションコンファレンス東京 

   開催方式 会場と理事及び監事個人宅との間でオンライン開催 

    議案１ 常務理事の互選について 

    議案２ 役員報酬額の決定について 

  ・令和５年１０月２４日（火）（書面表決） 理事会 

   議案１ 新評議員監事１名の選任に係る評議員への提案について 

  ・令和５年１１月２０日（月）（書面表決） 評議員会 

      議案１ 新評議員 1 名の選任について 

  ・令和６年２月５日（月）（書面表決） 理事会 

   議案１ 評議員会の招集について 

  ・令和６年３月１８日（月）第３７回理事会 

場所 ステーションコンファレンス東京 

   開催方式 会場と理事の個人宅等との間でオンライン開催 

   第１号議案 令和５年度収支補正予算について 

   第２号議案 令和６年度事業計画及び収支予算について 

   第３号議案 役員賠償責任保険契約締結について 

  ・令和６年３月１８日（月）第２１回評議員会 

場所 ステーションコンファレンス東京  

   開催方式 会場と評議員個人宅等との間でオンライン開催 

   第１号議案 令和５年度収支補正予算について 

   第２号議案 令和６年度事業計画及び収支予算について 

      

（４）監査の状況 

令和６年６月４日(火)当財団の監事による令和５年度事業報告及び収支決算

について監査が行われた。 

 

（５）運営委員会の開催 

     研究所の研究活動を円滑に推進することを目的として、毎月所内運営委員会を

開催し、採用職員の選考や各種規程の制定など研究所運営に関する必要な事項を

審議した。 
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公益財団法人かずさＤＮＡ研究所役員名簿 

 

（令和６年６月１日現在） 

役員名 氏 名 所  属  役  職  等 

理 事 長 

 

副理事長 

 

専務理事 

 

常務理事 

 

理 事 

 

 

理 事 

 

理 事 

 

理 事 

 

理 事 

 

理 事 

 

 

 

監 事 

 

監 事 

 

監 事 

大 石  道 夫 

 

田 畑  哲 之 

 

久 保 俊 明 

 

小 原  收 

 

篠 崎  一 雄 

 

 

宮 島   篤 

 

高 木  利 久 

 

佐 藤  和 広 

 

中村 耕太郎 

 

野 村 宗 作  

 

計 １０ 名 

 

白 井  克 己 

 

吉 田  稔 

 

齋 藤  久 晃 

 

計  ３  名 

国立大学法人東京大学 名誉教授 

 

公益財団法人かずさＤＮＡ研究所 所長 

 

公益財団法人かずさＤＮＡ研究所 事務局長 

 

公益財団法人かずさＤＮＡ研究所 副所長 

 

国立研究開発法人理化学研究所 栄誉研究員・名誉研

究員 環境資源科学研究センター 客員主管研究員 

 

国立大学法人東京大学定量生命科学研究所 特任教授 

 

富山国際大学 学長 

 

摂南大学農学部農業生産学科 特任教授 

 

公益財団法人千葉県産業振興センター 理事長 

 

千葉県商工労働部長 

 

 

 

株式会社千葉興業銀行常務取締役・常務執行役員 

 

株式会社京葉銀行 執行役員 法人営業部長 

 

公認会計士・税理士 
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公益財団法人かずさＤＮＡ研究所評議員名簿 

 

（令和６年６月１日現在） 

役員名 氏 名 所  属  役  職  等 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

 

評 議 員 

評 議 員 

 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

評 議 員 

関 谷  剛 男 

古 在  豊 樹 

田 中  幸 子 

荒 井 淳 一 

阿 久 津 和 司 

石 井  克 文  

加 藤  厚 

花 岡  文 雄 

 

松 原  謙 一 

齊 藤  和 季 

 

岡 田  清 孝 

中 谷  晴 昭 

小 髙  信 和 

石 津  廣 司 

塚 本  芳 昭 

黒 野 嘉 之 

 

計 １ ６ 名 

 

公益財団法人高松宮妃癌研究基金 理事長 

国立大学法人千葉大学 名誉教授 

木更津市副市長 

君津市副市長 

千葉県産業支援技術研究所 所長 

千葉県農林総合研究センター センター長 

千葉県病院局がんセンター 病院長 

大学共同利用機関法人 

情報・システム研究機構国立遺伝学研究所 所長 

国立大学法人大阪大学 名誉教授 

国立大学法人理化学研究所  

環境資源科学研究センター長 

龍谷大学 ＲＥＣ顧問 

国立大学法人千葉大学 理事 

株式会社千葉銀行 常務執行役員 

全国市長会顧問弁護士 

一般財団法人バイオインダストリー協会 専務理事 

千葉県副知事 
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公益財団法人かずさＤＮＡ研究所特別顧問名簿 

 

   （令和６年６月１日現在） 

役員名 氏 名 所  属  役  職  等 

特別顧問 熊谷 俊人 

 

計  １  名 

 

千葉県知事 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 16 - 

  公益財団法人かずさＤＮＡ研究所組織図 （令和６年３月３１日現在） 
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附  属  明  細  書 

 

 令和５年度事業報告書には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規

則」第３４条第３項の規定にする附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」

が存在しないので作成しない。 

 

令和６年６月 

公益財団法人かずさＤＮＡ研究所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


